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１. はじめに
自閉症は, ｢社会性の障害｣ ｢コミュニケーションの障

















































る ｢社会性｣ 項目と ｢コミュニケーション｣ 項目, 知的




ミュニケーション｣ と ｢社会性｣ について, 年齢を追っ
て上がっていかないことや年齢が上がるほどに急激に下
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ある児童生徒 (就学前～小学生) に対する社会的コミュニケーションに関する行動支援は, ("	-	

)に
代表されるように, その課題と指導プログラムについて, 整理・分析・統合がなされつつある｡ 一方, 高機能広汎性発達
障害のある思春期・青年期における社会的コミュニケーション行動への支援については, エビデンスに基づく研究を積み
重ねていく必要がある｡ 本研究では, 社会的コミュニケーション行動に関する課題, および指導プログラムついて研究を
紹介しながら, 検討点青年期において抱えやすい心理的課題, 検討点社会的コミュニケーション行動に対する指導方











ション｣ に影響するが ｢社会性｣ には関係しないこと,
動作性は	適行動応尺度における ｢コミュニ









果, 仲間関係の成否には, 個人的要因(すなわち, 年齢,
社会的障害の程度)が関係するが環境的要因はあまり関
係しないこと, 社会化・レクリエーションの成否には環















者は, ｢アスペルガー障害群 (20名, 11～19歳, 10
の基準を満たす｡ 70以上)｣ と ｢行為障害群 (20名,
11～19歳, 10の基準を満たす｡ 70以上)｣ であっ
た｡ 指標として, 社会的・情緒的機能 (*"：$
	 	 *" +
,1988) と精神医学的な機能 ($	!	
 ! -$ 	 ! 	 $	
) が用いられた｡ その結果, アスペルガー障
害群は日常生活 (電話, 旅行, 計画, 外出・余暇など)
の自立ができていなかった｡ また, アスペルガー障害群
は ｢睡眠障害｣ ｢強迫観念・強迫性｣ ｢他者との生活の困
難さ｣ ｢不安／パニック｣ ｢一般性不安障害｣ を併せ持つ
ことが示唆された｡ 一方, 行為障害群は ｢対人的な不安













































対象児の年齢は, 年齢８～17歳 (平均11歳), 全：
81,36 (60109), 言語性：84,87 (69106), 動作性：
88,20 (40138) であった｡ 使用した尺度は, $'




 (#1,1995) に従い ｢社会的相互交渉の
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
観察 (15分間の休憩時間において評価｡ 50秒間見て10秒
間記録) し, 社会的相互交渉を３つ ｢ポジティブ・ネガ







 1974)!および " 	 
	
	 (	#	1990)!に基
づいた｡ 基本的に介入は, 学校で先生が, ７ヶ月間のプ
ログラムを週３時間実行した｡ 学習したスキルを発揮す
るために, 週２回, 割り当てられた仲間 (定型発達) と
出会う機会 (放課後と休憩時間) を設けた｡ プログラム


















｢仲間｣ には, 13の標的社会的スキル, たとえば, 協力
を教えられた時, 自閉症児は割り当てられた仲間と協力
を求められる活動が計画され, 経験した｡ また, 見立て
遊び, お出かけ, いっしょにピザ作りのためのスクリプ







(2007) の研究では, 高機能広汎性発達障害青年 (1318
歳) を対象とし, 心理教育的指導と参加・実践型の社会
的スキル指導 (ロールプレイを中心に) を３年間にわた
り, ７～８名×６グループ, 12週間, 毎週１回にて実施
した｡ プログラム内容は, 以下の～により構成され
ていた｡ チェックイン：今週の出来事や課題を話し合っ



























































た ｡ 自己報告による尺度 (参照：
	
	1969)：１対１の状
況で, 彼ら自身のことをどう感じているか, 行動, 知性,
学校のレベル, 身体的な見た目, 態度, 不安, 人気, 喜
び, 満足を査定した｡ スキル尺度：参加者の会話スキ






















あった (例：将来, 休日, 週末にしたいこと｡ お互いの
興味・関心事｡ 週末の外出｡ 癇癪などのある人の話題に
なった時に, その理由や自分たちにも同じようなことが
あるといった話題)｡ その結果, いろんな話し (話題の
例：核戦争, スポーツや歌謡曲) をしてくれるようになっ
た｡  ｢会話 (聞くこと・話すこと)｣ ：二人一組にな












組になって二人で実施し, その後, 次第に, 自閉症同士
で実施した｡ たとえば, ｢あいさつ｣ では, ｢人を見て,





























者は, 高校生２名 (中度～重度知的障害) であった｡ 対
象児は ｢同じ発言を何回も繰り返す｣ という不適切
行動があり, それに対する適切な代替行動は ｢分かりま
せん｣ であった｡ つまり, 対象児の不適切行動は注
目要求の機能と推測された｡ 対象児は, ｢不適切な感
じで笑う／イライラを示す／会話中のアイコンタクトの
欠如｣ があり, それに対する適切な代替行動は ｢分かり







































な) の主観的な判断 (障害のない個人の) に十分な拡が
りがあるかどうか, を検討した｡ 参加者は, 自閉症児２




ション：64, 社会性：65, 日常生活：46, 適応行動：54
であった｡ ｢興奮すると大きい声を出す｣ といった行動




ン：43, 社会性：48, 日常生活：47, 適応行動：42であっ
た｡ 評価した行動指標は, 自然な地域環境 (例：レスト
ラン, 公園など) において, 健常の大人との会話をして
いる時の言語をサンプリング (５分間記録) した｡ 週に
１回, 10秒インターバルレコーディングで, 適切／不適
切を評価した｡ また, 社会的コミュニケーション変数と
して, ５つの項目 [表情と感情] [注視] [非言語的なマ
ンネリズム] [声量] [話題の固執性] を評価した｡ さら
に, 子どもの会話における全般的な適切性について, ６
件法のリッカート尺度 (１：とても不適, 5：やや不適


















































トレーニングでは, 研究協力者が, たとえば ｢ボタンを
とめられないよ～｣ といった状態を示した｡ その後, 実
験者が対象児にプロンプトを与え, ｢手伝いましょうか？｣
と言うように促した｡ 最後に, 対象児はお礼 ｢ありがと
う｣ と言われた｡ 維持条件は, ベースラインと同じ条件
であり, 般化条件では, ｢人の変更｣ ｢場所 (家庭・学校)
の変更｣ ｢課題状況の変更｣ において測定した｡ 般化に
ついての結果では, 人般化・場面般化は成立したが, 課
題般化 (訓練期とは異なる課題) では, 般化しないこと
が示され, より多くの課題で指導する必要があることが
示唆された｡










































とも考えられる｡ しかし, その場合, 客観性や妥当性の
問題が生じるため, 十分な検討が求められる｡
指導内容においても, 比較的長期に ｢仲間作り｣ も含
めたプログラムの有用性も示唆されているように ｢仲間
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